










国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、

日本国内の出版物を広く収集しています。

このコーナーでは、主として取次店を通さない

国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

　大相撲の本場・国技館といえば、どなたも東京の

「両国国技館」を思い浮かべるでしょう。ところが、

かつて大阪にも「大阪大国技館」があったことをご

存知の方はどれくらいいらっしゃるでしょうか。

　大阪大国技館は、昭和 12（1937）年 3 月に上棟

式を行い、同年 6月から昭和 15（1940）年 6月まで、

本場所ではありませんが大阪での相撲興行に使用さ

れた建物です。4階建てで、現在の大阪市城東区古

市にありました。25000 人の収容能力を有していた

と、当時の新聞記事には記されています（諸説あり）。

　本書の内容は、大阪市城東区が平成 25 年度から

26 年度にかけて開催した、「幻の大阪大国技館と城

北川歴史探訪」などのセミナーにおける講演をもと

にしています。冒頭の「大阪相撲の歴史」では、元

禄 15（1702）年から江戸（東京）相撲とは異なる

興行として歴史を重ねた大阪相撲の歩みを概観しま

す。続く「大阪大国技館と大相撲」では、大阪大国

技館の建設から解体に至る経緯を、当時の相撲協会

を取り巻く状況と重ね合わせながら詳しく紹介します。

　その他、大阪大国技館に実際に足を運んだ人々の

回想談や、古今の城東区出身の力士たちの紹介、区

内の相撲史跡探訪記などバラエティに富んだ内容

で、大阪大国技館の歴史だけでなく、大阪と大相撲

との関わりについて多角的に知ることができる構成

となっています。写真や新聞記事も豊富です。

　大阪相撲は、江戸・京都相撲と並び、江戸時代

の相撲興行の中心で、市

場社会と結びついた独自

の文化を持っていました。

土俵上のルールについて

も、江戸（東京）相撲と

異なり、明治 30 年代頃ま

で「うっちゃり」（土俵際

での逆転技）を技として

認めないなど独自の伝統がありました。しかし、大

正時代になると有力力士の脱退などにより衰退、大

正 15（1926）年の興行を最後に東京相撲と合併し、

新法人「大日本相撲協会」に合流しました。

　合併後は新たに「関西本場所」が開催されるよう

になりましたが、常設館はなく、関西での国技館建

設が模索されます。資金の問題や、相撲協会の内紛

（春秋園事件）で一部の力士らが「大日本関西角力

協会」を結成した影響などで、何度も計画されては

頓挫しましたが、昭和 12 年にようやく「大阪大国

技館」が完成しました。大横綱双葉山の絶頂期でも

あり、相撲人気が高まっていたので、やっとその期

待に応えられました。

　「大阪大国技館」での 7場所の興行は山あり谷あ

りで、経営事情により昭和 15（1940）年 6 月を最

後にここで相撲の興行は開催されず、戦時中は倉庫

に転用のうえ屋根の赤銅などは供出されることとな

り、最終的に昭和 26（1951）年頃解体されました。

　現在、大相撲大阪場所は毎年 3月に大阪府立体育

会館を借りて開催され、大阪の相撲ファンの目を楽

しませています。本書は大阪が相撲の一つの中心地

であった時代を振り返る格好の材料となるでしょう。

（収集書誌部外国資料課　平
ひらおか

岡　章
あきお

夫）

大阪大国技館と大相撲　

大阪市城東区 編・刊　
2015.3　92p　30cm　 <請求記号　KD971-L34>
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おもな人事
＜辞職＞

＜異動＞
※（　）内は前職

平成28年9月16日付け

専門調査員　調査及び立法考査局農林環境調査室主任� 浅野　　輝彦

平成28年9月20日付け

専門調査員　調査及び立法考査局国土交通調査室主任、農林環境調査室主任兼務

（専門調査員　調査及び立法考査局国土交通調査室主任）� 山﨑　　　治
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　関西館では、館内サービスシステムの入替えに伴い、11月28日（月）に臨時

休館いたします。

　また、次の日程により、関連する作業を行います。

　利用者の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いいたしま

す。

○閲覧ゲートにおける工事および確認作業

　11月3日（木・祝日）から11月27日（日）までの間、工事および確認作業

を行います。これに伴い、入退館の方法が変更になります。

○総合閲覧室・アジア情報室における端末の入替作業

　11月23日（水・祝日）に端末の一部入替作業を行います。これに伴い、11

月24日（木）から11月26日（土）までの間、ご利用いただける端末の台数が

少なくなります。特に、研究室・共同研究室に備付の端末すべてがこの3日間は

ご利用いただけなくなりますので、ご留意のほどお願いいたします。

関西館の臨時休館

（11月28日（月））の

お知らせ

■
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　保存フォーラムは、図書館における資料保存対策や技術について、実務者が情

報交換、意見交換を行うことを目的として毎年開催しています。

　近年、図書館がデジタル化を進める上で、原資料の保存との両立が大きな問題

になっています。欧米の図書館等では、原資料の保存業務とデジタル化業務を統

合し、計画的かつ効率的に実施する試みが始まっており、これまで紙の保存を主

として担当してきたコンサバター（保存修復家）が積極的に関与するようになっ

てきています。第27回保存フォーラムでは、英国のコンサバターによる講演と

国内機関の事例から、デジタル化と資料保存について考えます。

○日　　時　12月7日（水）13：30～17：00（受付　13：00～）

○会　　場　東京本館　新館3階大会議室

○内　　容　1．講演　※英語・逐次通訳付

�ヴァージニア・リィヤドブイサン氏（オックスフォード大学ボ

ドリアン図書館コンサベーション＆コレクションケア部門長）

　　　　　　2．事例報告

床井啓太郎氏（一橋大学社会科学古典資料センター専門助手）

髙橋幸伸（収集書誌部資料保存課保存企画係長）

　　　　　　3．質疑応答・意見交換

○定　　員　80名（先着順）

○参 加 費　無料

○申込方法　当館ホームページ内、参加申込みページからお申し込みください。

　　　　　　�トップ>国立国会図書館について>資料の保存>保存協力>おもな

研修会や講演会のテーマ・記録等>第27回保存フォーラム

　　　　　　�http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/preservation/coop/forum27.html

○申込締切　11月18日（金）17：00（定員に達した時点で受付を終了します。）

○問合せ先　国立国会図書館�収集書誌部�資料保存課

　　　　　　電話：03（3506）5219（直通）　電子メール：hozonka@ndl.go.jp

第27回保存フォーラム

「デジタル時代の資料保存 

－英国ボドリアン図書館と

一橋大学社会科学古典資料

センターの事例から－」

■
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外国の立法　立法情報・翻訳・解説　第269号　A4　108頁

季刊　1,800円（税別）　発売　日本図書館協会　（ISBN　978-4-87582-791-7）

　フランスの交通機関におけるテロ予防策及び不正行為の取締り

　�ド�イツにおけるテロ防止のための情報収集―テロ対策データベースと通信履歴

の保存を中心に―

　韓国のギャンブル依存症対策

　中国の反家庭暴力法

　米国における警察の軍事化をめぐる問題―警察の装備を見直す大統領令―

レファレンス　788号　A4　89頁　月刊　1,000円（税別）　発売　日本図書館協会

　英国の議会主権の変容と対話的司法審査の可能性

　イギリスとフランスの生殖補助医療の制度

　共謀罪をめぐる議論（短報）

　欧米10か国の歴代政権及び政権政党（資料）

カレントアウェアネス　329号　A4　24頁　季刊　400円（税別）　発売　日本

図書館協会

　・山梨県立図書館の取組み―地元書店と連携した読書活動促進事業―

＜動向レビュー＞

　・ORCIDのコミュニティ展開―日本での実装に向けて―

　・韓国の国立障害者図書館と図書館での障害者サービスの現状

　・英国の国立公文書館・大英図書館における私文書の閲覧体制

　　―利用者の視点から―

　・デジタル時代における国立図書館の蔵書構築

　　―欧米国立図書館を対象とした調査報告―

入手のお問い合わせ

日本図書館協会

〒104-0033　東京都中央区新川1-11-14　電話　03（3523）0812

新刊案内

国立国会図書館の

編集・刊行物

■
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『青森県画譜 第四輯』から「収穫期の林檎園（南津軽郡）」
今純三 画　東奥日報社　昭和9（1934）年
1冊　27×39cm

「国立国会図書館デジタルコレクション」でご覧になれます
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